
年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者： （５組：田代）（７・８組：田代）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

自然の事物・現象から問題を見いだし，観察，実験を行い，得られた結果を分析・解釈・表現するなど，科学的に探究する力
を養う。
自然の事物・現象に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究する力を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科

科学的な事物・現象に対して主体的に関わり，
それらに対する気付きから課題を設定し解決し
ようとする態度など，科学的に探究しようとす
る態度を身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学
理科 化学 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活および化学的な事物・現象についての
観察，実験などを行うことを通して，化学の基
本的な概念や原理・法則の理解を図るととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本的な技能を身に付けている。

科学的な事物・現象を対象に，探求の過程を通
して，実験による検証，データの分析・解釈な
どを行い，探求の方法を習得している。また、
報告書を作成したり発表したりして、科学的に
探究する力を身に付けている。

化学704　実教出版　化学

理科

化学

物質とその変化について理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにす
る。

〇 20

１
学
期

理科の見方・考え方を働かせ、物質
の状態と平衡についての観察、実験
などを通して、物質の状態とその変
化、溶液と平衡について理解させる
とともに、それらの観察、実験など
の技能を身に付けさせ、思考力、判
断力、表現力等を育成する。

１章　物質の状態と平衡
　１節　状態変化
　２節　固体の構造
　３節　気体の性質
　４節　溶液

【知識・技能】
･物質の状態に関する内容について、基本的概
念、定義、性質や知識を身につけ、理解して
いる。
・それぞれの実験において、適切な実験操作
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・物質の状態、構造、及びそれに関わる内容
について、理解し、説明したり計算すること
ができる。
・それぞれの実験を探究的に行い，考察する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・物質の状態やそれに関わる内容について、
関心を持ち、それらを意欲的に探究しようと
する。

〇 〇 〇

定期考査（期末考査）
〇 〇

〇 20

定期考査（期末考査）

20

定期考査（中間考査） 〇 〇 1

理科の見方・考え方を働かせ、物質
の変化と平衡についての観察、実験
などを通して、化学反応とエネル
ギー、化学反応と化学平衡について
理解させるとともに、それらの観
察、実験などの技能を身に付けさ
せ、思考力、判断力、表現力等を育
成する。

２章　物質の変化と平衡
　１節　化学反応と熱・光エネル
ギー
　２節　電池と電気分解
　３節　反応の速さとしくみ
　４節　化学平衡

【知識・技能】
･物質の変化（反応熱、電気、反応の速さ、平
衡）に関する内容について、基本的概念、定
義、性質や知識を身につけ、理解している。
・それぞれの実験において、適切な実験操作
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・物質の変化（反応熱、電気、反応の速さ、
平衡）に関わる内容について、理解し、説明
したり計算することができる。
・それぞれの実験を探究的に行い，考察する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・物質の変化（反応熱、電気、反応の速さ、
平衡）に関わる内容について、関心を持ち、
それらを意欲的に探究しようとする。

〇 〇

理科の見方・考え方を働かせ、有機
化合物の性質についての観察、実験
などを通して、有機化合物について
理解させるとともに、それらの観
察、実験などの技能を身に付けさ
せ、思考力、判断力、表現力等を育
成する。

第４章　有機化合物
　１節　有機化合物の特徴と分類
　２節　脂肪族炭化水素
　３節　酸素を含む脂肪族化合物
　４節　芳香族化合物

【知識・技能】
・有機化合物の特徴、分類、構造決定の方法を理解し、炭化
水素の構造や反応性、酸素を含む脂肪族化合物、芳香族化合
物について、その性質や反応性が官能基によって特徴付けら
れることを理解している。また、実験によって確かめられ
る。
【思考・判断・表現】
・炭化水素、酸素を含む脂肪族化合物、及び芳香族化合物に
ついて、それぞれの物質が持つ官能基によって共通の性質が
もたらされることを理解し、その性質を実験的に確かめ、考
察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・有機化合物の特徴と分類、有機化合物の構造決定、アルカ
ン、アルケン、アルキンの構造と性質、酸素を含む脂肪族化
合物の構造や性質、反応性、芳香族化合物の代表的な物質の
性質や反応性を意欲的に探究しようとする。
・人間生活に利用されている有機化合物について興味を持
ち、その利用のされ方を積極的に探究しようとする。

〇 〇

1

２
学
期

理科の見方・考え方を働かせ、無機
物質の性質についての観察、実験な
どを通して、無機物質について理解
させるとともに、それらの観察、実
験などの技能を身に付けさせ、思考
力、判断力、表現力等を育成する。

第３章　無機物質
　１節　周期表
　２節　非金属元素
　３節　金属元素

【知識・技能】
・周期表における各元素の配置、性質を理解し、非金属元
素、及び金属元素の単体、イオン、化合物において、それぞ
れの物質の製法、性質、反応性について理解し、知識を身に
つけている。
・それぞれの実験において、適切な実験操作を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
・無機物質の性質を周期表と関連付けて理解すると共に、そ
れぞれの非金属元素、及び金属元素の単体、化合物におい
て、その性質や反応を論理的に類推、考察することができ
る。また、実験を探究的に行い，考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・周期表における元素の配置に興味を持ち、各元素の分類を
探究しようとする。
・それぞれの非金属・金属元素の単体、化合物について関心
を持ち、その製法や性質、反応性について意欲的に探究しよ
うとする。

〇 〇 〇 20

定期考査（中間考査） 〇 〇 1

1〇 〇



定期考査（期末考査）

２
学
期

1

３
学
期

高分子化合物についての観察、実験
などを通して、合成高分子化合物、
天然高分子化合物について理解さ
せ、それらの観察、実験などの技能
を身に付けさせるとともに、思考
力、判断力、表現力等を育成する。

第５章　高分子化合物
　１節　高分子化合物
　２節　天然高分子化合物
　３節　合成高分子化合物

【知識・技能】
・高分子化合物の分類と特徴、及び天然・合成高分子化合物
の性質と反応に関する概念や原理・法則を理解し、知識を身
につけている。
・それぞれの実験において、適切な実験操作を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
・天然・合成高分子化合物について、代表的な物質の構造と
その性質、存在例を理解することができる。また、単量体か
ら高分子化合物の構造式を書くことができる。
・それぞれの実験を探究的に行い，考察することができる。
【主体的に取り組む態度】
・高分子化合物の分類と特徴、天然・合成高分子化合物につ
いて、その構造や性質、存在例を意欲的に探究しようとす
る。
・人間生活に利用されている高分子化合物について興味を持
ち、その利用のされ方を積極的に探究しようとする。

〇 〇 〇

21

合計

105

〇 〇


